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教科「工業」における評価規準の動向

国立教育政策研究所　教育課程調査官
文部科学省初等中等教育局　教科調査官

佐藤義雄

平成１３年４月２７日付けで，生徒指導要録関

係について，文部科学省から関係教育機関に

通知が行われた。平成１４年４月からの新学習

指導要領の実施とともに，本通知に基づいた

評定が行われることとなる。本通知では，

「国立教育政策研究所教育課程研究センター

等において研究開発される評価規準等も参考

にしながら，都道府県や市町村の教育センタ

ー・教育研究所等や，教員養成大学・学部等

の教育研究機関においても，評価規準や評価

方法等の研究開発を行い，各学校における評

価の客観性・信頼性を高めるようお願いしま

す。」と示されている。現在，山形県立米沢

工業高等学校，宮崎県立佐土原高等学校にお

いて，国立教育政策研究所教育課程研究セン

ターで作成した評価規準案に基づき実証研究

が進められている。

表１～表３に，評価規準案の一部を示した。

この案では，学習のまとまりとして学習指導

要領に示した大項目としたが，各学校で実施

する場合は，配当時間数や学校の教育目標，

生徒の状況等に応じて適切に定められる必要

があることから，この例を参考としながら，

各工業高校において，評価・評定に関する研

究が進められ，適切に実施されることを期待

したい。



１４



１５


